定例記者会見資料８月２２日（水）午後４時中会議室

●ＢＲＴの暫定運行開始について
　皆様既にご承知のとおり、今月２０日からＪＲ気仙沼線鉄路復旧までの代替措置として、ＢＲＴの暫定運行が開始されております。先般、その始発運行に併せ、陸前階上駅においてＪＲ東日本主催による「気仙沼線ＢＲＴ暫定運行開始セレモニー」が執り行われました。
式典には、国県及び沿線自治体関係者等が出席し、被災地域における公共基軸交通として利便性向上への期待が寄せられましたが、年内の本格運行に向け、専用道や駅舎等の環境整備や定時性・安全性の確保対策等、課題も多く残されており、今後、鉄路復旧への要望活動も継続しながら、併せて利用者ニーズに沿った改善要望を行いたいと考えております。

●復興整備協議会（８月２０日開催）について
　８月２０日（月）、県庁において当町としては３回目となる復興整備協議会を開催いたしました。
　この一連の手続きは、復興特区法の規定による「土地利用再編の特例」を活用するためのものであり、復興事業の実施に関係する許認可等を簡略化するために、県と共同作成で復興整備計画を作成し、国や県等の関係機関で組織する本協議会において協議し、承認を得るというものでございますが、今回、復興整備計画に復興整備事業として新たに追加した事業は、「防災集団移転促進事業」が、港堺、港長羽、田の浦、西田・細浦、荒砥、平磯、津の宮・滝浜合羽沢、津の宮・滝浜原団地地区の６地区８事業、「災害公営住宅整備事業」が名足、入谷の２地区となっております。
　協議会の議事としては、「防災集団移転促進事業計画の策定に関する特例措置」、「農地転用に関する特例措置」として協議し、それぞれ国交大臣、農水大臣の同意をいただきました。
　これらの特例措置は、復興整備計画を公表した時点で効力を発するため、当町ホームページにて公表予定でございます。公表日は８月２７日を予定しておりますが、正式には県からのプレス投げ込みによりお知らせをいたします。

●平成２４年第８回臨時会の招集について
　８月２９日（水）、本年第８回目となる町議会を招集する予定としております。
　新たに災害危険区域の指定を行うための条例改正案等について議会の議決を求めるものでありますが、今回、新たに災害危険区域に指定するため提案する地区は、港地区、田の浦地区、馬場・中山地区、細浦地区、清水地区、平磯地区及び波伝谷地区の７地区であります。
町としては、被災された町民の皆様方の生活再建を進めるため、来月までに残りの地区も含め、対象となるすべての地区について、災害危険区域の指定を行うことといたしております。

●戸倉海岸災害復旧工事着工式について
　８月３１日（金）、午後１時３０分から、県主催により、戸倉海岸災害復旧工事着工式が開催されます。
　本復旧工事は、戸倉長須賀地内の防潮堤の災害復旧工事で、復旧延長が６１９．２メートル、堤防の高さは既設の４．５メートルから８．７メートルにかさ上げされ、平成２７年度に完成予定となっております。

[bookmark: _GoBack]●平成２４年度南三陸町地震・津波防災訓練について
９月１日（土）、午前７時から８時までの１時間、全町を対象として平成２４年度南三陸町地震・津波防災訓練を実施いたします。
御承知のとおり、昭和３５年のチリ地震津波による経験から、これまで５月２４日に全町挙げての地震・津波防災訓練を実施するなど、災害に強いまちづくりを進めてきた当町におきましても、昨年３月１１日の東日本大震災では多くの尊い人命、財産を一瞬にして失い、甚大な被害を受けました。この経験を風化させることなく、改めて災害発生時においては「命を守る」ことを最優先とした意識・行動を再確認し、これを後世に伝えていく第一歩とすべく、我が国の防災の日であります９月１日に本訓練を実施いたすものです。
今年度の訓練は、住民の方々の安全でより (・・)高い場所への避難、地域内における安否の確認といったいわゆる地震・津波発生時における初動について改めて再確認を図るものでありますほか、地震に伴う火災発生に対応した初期消火訓練等を予定しております。
更に、訓練終了時刻であります午前８時には、今般の東日本大震災をはじめとし、これまでの数多くの災害において犠牲となられた多くの方々に哀悼の誠を捧げるべく、サイレンを吹鳴 (すいめい)し、黙祷を行うものであります。
以上申し上げましたとおり、それぞれの地域における現状に照らした基本的な訓練の実施をお願いしているところでありますが、関係機関皆様におかれましても、御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
以上
